


イ真-1え̂颯知的分の卿レ」レ艦   子 彙-2鮨L●輩"J劇峨Bあ,ド椰 峙問)

f r l LK  J ) r t  ,  ?u&o , / *E t tD6 t \ r ; n \ ,  k "  E
―夕あ`よダιはノ犯の条件を同 κ́し2勾餞仁多め̀m

さこたЙのえ劫つのたそ勁燿年と舅aスの場″膨つそィ̀E

,スしにものなあみ″勾“がκさ、ヽし′カタ復ヵ 6

のた千グ勧おしヽ バ増すことによって″夕た風がた 。

冬くr」ぁ。`たノ臓″3 '́とZ3-3L●κ軟よりわ

ハあjうKノ移動縁 が`ll●、、場/卜に|」′たЙ輸夕P

SJ{:=||::。
p : , :簿|′::0

0 200 400 600 800
I  t 9 e c J

E-5 fJk*p6&i|Et*

なり4行 と粋)死湾との相末効ネr」,2ノ 去夜栽クバ啄 |`ゲタ.
このことがさらκ杉夕縁 毛裁クさてみ旅月にrJ‐,2、)わ。ヴお′

卜θぉょび1/2θOの場ハl`l,′ι lJぐえ瑚砕)J多人表均を力ずみょ
うrJ‐杉ズをスゴrJ~いった,

4〃 諭駒ヵネ 図-7にえふの腋式図を示す。た鈴孝バ′象何タク,
力̀ 釣およダ珍夕琴″相伊隆ι係者ずみ象竹七薄クにすらと′珍ヘ
ス晨おょダ充ェに関すぁ相仏パラメータげ′っグのょぅにおl,ゎ。

h=h20/hJ′ksニニ4/おJ′ls3~3Zんすフ|.4‐ル/h∫―一――“)

k′二″%ルルーーーーーーーー(2) |.二 瞑″ο/t/J ――――――く3)

ここに′カチ′場 ′ὶ′/1j:それそ
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他の水3颯夕 (ょフ2量 ィ6し,ぃ し派たずらし,あ協御表動′ふ滋久およ

び物 進たに関すあ拠%;形 ヘロ′く卜なも′メベト準たらいわ。

決h`み て =♭ 1-一
――
(4) あ 見/4χ =4ル /hJ・ (b2+♭ ●既 /t/J)一

―
(S)

υチよけ″■十b4υ∫/hJ=b3 月́/鳥θ ――――――――――――――～―(6)

ことにノ♭̀={に1くた.―:)十工1/(2終4-医1に3)′♭2・た“々 ダ1(1-k“x卜し)ル1臨0-b)―"仁!}′

b,=ノ k54‐(Lt"θ +後 け出 )“θ,誡一に1(卜htth嬌 11sぅ(卜h)十a十 %o{← 162火シ・(子・1》

しヽ=βに2/kS4で`′′αあ9=Iεε%L。+4■α3っ}′翡:ズ引眩b彦珈を′G:炒η頗 ′ε:¨

』-3′,およびfθl,′ρ-1′す0わう′ふ衝む光Й凝)が黎L′残す乃え

升夕件におげゎ′秦る′ふたたおよび脅勃ιみの′論惟とえ験佗′とをは

中にしにものなり碁〃́崚ヱ、覺,πο}(おけらそれを`ムの値なこメん̀ ιoべて

″

図-7 紬 め核^t図ヒィタのた,1

】04

i = 1 ノ1 0 0

k s l ・1 0 ks2'4.0 O :  re.sured

k s 4 . 3 . 5 7  = = : : : c a l c u l a t e d

ξ06
ヽ

0       10        20       30       40       50

X,(=X/hf。)
ヽ`み。同期なげ′家務彦燿ぉよび芝石ι t准 `量ィι●ん?、)みバ′ふ度  ,Ю ぇ鮨翻錐にわづ 砂ン蹂駿修レ崚

をぉ)が杉夕線 とし,幾多のガ卸咋色た1カたしたノ舛計′夕霧硝雀厚公事りよくに留M■な数明すらことがゎから.
5.むィダ 冷松′ム啜4巻老LIデにょらふゑれ́ が多嬬 く′北脅′落う工げハ相仏バラメータに夕えら彩′ギ
にっ、、マ0″命夕,揉♂″κ拷累ォらX率があら。なお′オ肩え〕す́″i弁ガ月みガ′省`敏″′)のカタを2リ
ス。ここκttιし2М 、、κし5,.《 傷形丈献≫ |)形岡マドネオク島和ふノ多21ひK輌摩2)ヵl・′D〃顔′発,6口斗留与

4l '3 ( t t '> '= 5t to6)

σJ:グ

ざ

●
‐

酢8獅赫霧 癬 暉́


